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青空と秋色に染まる尾根を眺めながらの散策

目の前に広がる景色は内子町最高峰
尾根とブナの森で感じる悠久の物語

　「秋の小田深山の物語」が 10 月 13・14 の両日、小田
深山で行われました。参加者は南予最高峰の笠取山（標
高 1,562㍍）の山頂からの眺めを楽しんだ後、貝なぎ山
への尾根とブナ林を散策する約４㌔のコースをガイドと
歩き、一足早い秋の訪れを楽しみました。ガイドの高本
匡
きょうすけ

介さんは「13 日は素晴らしい見晴らしで気持ち良かっ
た。ぜひ一度は見てほしい景色」と笑顔で話しました。

上_庄内子供神楽愛好会が演じた「貴
きけんじょう

見城」。10分以上も
激しく舞う姿と全身全霊でたたき続ける太鼓演奏で観客
の目をくぎ付けにした　下_活動33年目を迎えた郷土芸
能部。先輩から受け継いだ踊りと太鼓を披露した

伝統芸能を受け継ぐ子どもたちの舞台――
地域の素晴らしさを伝える姿が観客を魅了

　「第８回内子町伝統芸能まつり―子どもまつり―」（内
子町伝統文化継承団体連絡会主催、高本久

ひ さ と

人会長）が
10 月 22 日、内子座で開かれました。
　今年は子どもが主役の公演で、大分県の津久見市から
下
し も あ お え

青江神社子供神楽保存会、由布市から庄内子供神楽愛
好会が、徳島県徳島市から城西高等学校阿波踊り部が出
演。内子町の大久保獅子舞保存会、内子高等学校郷土芸
能部と共演し、伝統芸能を担う若者たちが舞台を通じて
交流を図りました。
　阿波踊りに情熱を注ぐ高校生やテンポの速い勇壮な神
楽を舞い続ける庄内子供神楽愛好会の子どもたち、しっ
かりと地域の伝統を受け継いでいる全ての出演者の姿
に、会場からは大きな拍手が送られました。
　下青江神社子供神楽保存会代表・軸丸靖

や す し

志さんは「伝
統ある内子座で神楽を奉納できて、子どもたちの心に残
る経験になった。400 年の歴史のある神楽だが、舞う子
が減って今は８人。みんなで頑張って、１年 1年を積み
重ねながら舞い続けたい」と力強く語りました。

　ぽこぽこクラブの「小学校ワークショップ」が 10 月 17
～ 28 日、町内の６つの小学校で行われました。滞在型
創作活動の一環で、プロの役者５人が「児童たちの表現
力の向上につながれば」と、活動の合間を縫って授業を
しています。石畳小学校の山田千

ち ひ ろ

尋校長は「子どもたち
が遊びの中でいきいきと自分を表現していた。心のつか
み方も巧みで貴重な経験になった」と感謝しました。

プロの役者に学ぶ表現力
ぽこぽこクラブの「小学校ワークショップ」

簡単なゲームで表現する楽しさを学ぶ石畳小の児童
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　「きらり☆かいとまつり」が10月12日、五十崎児童館
きらりと障害者地域活動支援センターかいとで開かれま
した。アイロンビーズ作りやフリーマーケット、かいとの利
用者が手作りしたお菓子などが人気で、終日多くの人で
にぎわいました。同児童館長の大田原成

な る ゆ き

幸さんは「子ども
たちを喜ばそうと多くの人が協力してくれた。日頃から
の地域のつながりに感謝したい」と気持ちを述べました。

地域とのつながりが輝くイベント
「きらり☆かいとまつり」を開催

「しっかり狙ってね」と射的を楽しむ親子
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ＨＯＰが駆け付けファンの願いをかなえてくれた

 「小田ミュージックフェスティバル 2019」（オダフェス実行委
員会、福岡智

と も み

美代表）が 10 月 14 日、道の駅小田の郷せ
せらぎで開かれました。町内外からバンドやアーティス
ト 11 組が集い、演奏を披露。飲食ブースの出店やお楽
しみ抽選会もあり、会場全体が笑顔と熱気であふれてい
ました。福岡さんは「みんな楽しんでいて、うれしかっ
た。音楽の力を改めて感じた」と声を弾ませました。

盛んな音楽活動で小田を盛り上げる
「小田ミュージックフェスティバル2019」

上_寺村新田神社の宮出し。牛鬼２体と神輿２基、子
供神輿１基を法被姿の氏子らが威勢のいい掛け声で運
び出した　下_立川獅子舞芸術保存会の獅子舞。軽快
なリズムと舞で観客を魅了した

神輿・獅子舞・御供相撲――
町内各地で地域色豊かな秋祭り

　10 月中旬から下旬にかけ、五穀豊穣を祝う秋祭りが
町内各地で行われました。
　20 日に行われた小田地区・寺村新田神社では、獅子
舞とおねりの奉納をした後に宮出しがあり、神

み こ し

輿と牛鬼、
子供神輿が地域を練り歩きます。各家の前で威勢のいい
掛け声とともに神輿をゆすったり、家の中に牛鬼の頭を
突っ込んだりして、その家の繁栄を祈りました。
　21 日に行われたのは立川地区・川中三島神社の秋祭
り。町の無形民俗文化財の獅子舞や社切り、御供相撲な
ど特色のある行事が人気で、多くのカメラマンが訪れま
す。にぎやかな太鼓と笛の音が響く中、立川獅子舞芸術
保存会の獅子舞が奉納され、地域に脈々と受け継がれる
伝統芸能で祭りに花を添えました。初めてきつね役に挑
戦した入江來

く る み

未さん（内子中１年）は「１カ月半くらい
練習を頑張った。きつねの組手をするたびに地域の皆さ
んから温かい拍手をもらえて、とてもうれしかった」と
喜びをかみしめていました。


